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2013年６月５日　第 273 号

主権回復記念に抗議
緊急反対集会開く

会場いっぱいのの参加者

繁華街をデモ行進

白衣でアピール

▼
先
の
県
社
保
協
学
習
会
「
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
を
斬

る
」
に
参
加
し
た
。
消
費
税
増

税
を
は
じ
め
、
子
育
て
、
年
金
、

医
療
、
雇
用
な
ど
私
た
ち
が
生

き
る
の
に
欠
か
せ
な
い
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
の
改
悪
に
強
い
危
機

感
を
持
っ
た
。
同
時
に
、
人
権

や
生
命
の
尊
厳
が
、
こ
こ
ま
で

軽
ん
じ
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
い
の

か
と
強
烈
に
、
怒
り
が
沸
い
て

き
た
。
▼
言
う
ま
で
も
な
く
社

会
保
障
は
、
国
を
形
づ
く
る
屋

台
骨
で
あ
る
。
そ
の
本
質
を
歪

め
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
国

に
お
け
る
「
健
康
で
文
化
的
な

暮
ら
し
」
を
「
単
な
る
生
存
」

に
ま
で
貶
め
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
ま
た
、
先
の
大
震
災
か
ら

今
な
お
必
死
に
前
に
進
も
う
と

し
て
い
る
被
災
地
・
被
災
者
の

思
い
や
暮
ら
し
を
正
面
か
ら
否

定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
ん
な

こ
と
、
絶
対
に
許
し
て
は
い
け

な
い
！
▼
と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な

ひ
ど
い
内
容
も
実
の
と
こ
ろ
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

状･･･

。
▼
こ
こ
で
皆
様
に

ひ
と
つ
お
知
ら
せ
。
六
月
一
四

日
〜
一
六
日
、
青
森
市
の
リ
ン

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
、

第
四
〇
回
全
国
医
療
研
究
集
会

が
開
催
さ
れ
る
。
集
会
初
日
に
、

立
命
館
大
学
の
唐
鎌
直
義
先
生

に
社
会
保
障
を
テ
ー
マ
に
講
演

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

▼
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
子

ど
も
達
に
託
す
国
と
社
会
の
在

り
様
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
る

機
会
に
で
き
た
ら
と
思
う
。
参

加
費
は
五
百
円
。
詳
し
く
は
県

医
労
連
の
工
藤
ま
で
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ノ
リ
）

安
心
安
全
め
ざ
し

看
護
介
護
ウ
ェ
ー
ブ

全労連東北ブロ
ックがキャラバン行動

「
憲
法
記
念
日
」集
会
に
三
〇
〇
人

　

20
日
に
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ

た
意
思
統
一
集
会
に
は
、青
森

県
労
連
の
奥
村
議
長
、田
中
事

務
局
長
を
含
め
、東
北
各
県
労

連
か
ら
代
表
者
た
ち
が
一
同
に

会
し
ま
し
た
。岩
手
県
行
動
は

労
働
局
と
県
知
事
要
請
・
懇
談
、

記
者
会
見
、最
賃
審
議
会
公
益

委
員
と
の
懇
談
、い
わ
て
労
連

決
起
集
会
な
ど
、多
様
な
行
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

翌
日
21
日
の
秋
田
県
行
動
に

は
田
中
事
務
局
長
が
参
加
。記

者
会
見
、県
知
事
と
労
働
局
へ

の
要
請
・
懇
談
、決
起
集
会
な
ど

精
力
的
に
展
開
。23
日
は
宮
城

県
行
動
。こ
の
日
も
田
中
事
務

局
長
が
参
加
。労
働
局
要
請
に

加
え
、繁
華
街
で
の
街
宣
、商
工

会
議
所
連
合
会
と
の
懇
談
も
行

い
ま
し
た
。

　

27
日
は
青
森
県
行
動
。秋
田

県
労
連
か
ら
、越
後
屋
事
務
局

長
、い
わ
て
労
連
か
ら
金
野
議

長
が
応
援
。県
知
事
・
労
働
局
要

請
・
懇
談
、青
森
市
内
繁
華
街
で

の
街
宣
な
ど
、青
森
県
労
連
か

ら
の
参
加
者
10
名
と
一
緒
に
終

日
行
動
し
ま
し
た
。

　

山
形
県
は
22
日
、福
島
県
は

　

今
年
の
全
労
連
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
最
賃
引
き
上
げ

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
、
岩
手
県
を
皮
切
り
に
５
月
20
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
27
日
に
は
青
森
県
行
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
一
部
の
大
富
裕
層
だ
け
を
一
層
肥
え

太
ら
す
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
。
デ
フ
レ
不
況
克
服
の
基

本
策
の
ひ
と
つ
は
最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
で
す
。

平
和
憲
法
を
守
れ

不況克服の基本策は
　最賃の大幅引き上げ

　

今
夏
の
参
院
選
の
結
果
い
か

ん
で
は
憲
法
改
悪
が
一
気
に
進

む
切
迫
し
た
情
勢
で
す
。
安
倍

内
閣
は
改
憲
ハ
ー
ド
ル
を
引
き

下
げ
よ
う
と
、
手
始
め
に
「
96

条
」
改
定
を
参
院
選
公
約
に
掲

青
森
に
秋
田
、岩
手
が
応
援

げ
る
構
え
で
す
。

　

し
か
し
「
96
条
」
改
定

は
、
立
憲
主
義
を
否
定
す

る
も
の
だ
と
、
改
憲
論
者

か
ら
も
反
対
の
声
が
拡

大
。
そ
ん
な
中
、
県
労
連

や
県
９
条
の
会
な
ど
８
団

体
は
「
憲
法
記
念
日
」
の

５
月
３
日
、
青
森
駅
前
公

園
を
会
場
に
「
憲
法
記
念

日
・
改
憲
阻
止
青
森
集
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

冷
た
い
強
風
を
つ
い
て
、
約

300
人
が
参
加
。
ノ
ボ
リ
や
プ
ラ

カ
ー
ド
を
手
に
「
平
和
憲
法
を

守
れ
」「
改
憲
阻
止
」
を
力
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
平
和
条

約
が
発
効
し
た

１
９
５
２
年
４

月
28
日
を
主
権

回
復
の
日
と
称

し
て
、
４
月
28

日
に
天
皇
・
皇

后
の
出
席
を
求

め
、
安
倍
内
閣

青森県労働局長に要請書を手渡す奥村議長

は
初
の
政
府
主
催
の
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
日
は
沖
縄
な
ど
を
日
本

か
ら
切
り
離
し
、
ア
メ
リ
カ
の

占
領
下
に
放
置
。
千
島
列
島
を

放
棄
し
た
「
屈
辱
の
日
」
と
い

う
の
が
歴
史
の
真
実
。
天
皇
・

皇
后
出
席
も
憲
法
違
反
。
憲
法

ネ
ッ
ト
青
森
は
、
緊
急
反
対
集

会
を
持
ち
、
抗
議
し
ま
し
た
。

30
日
が
行
動
日
。他
県
労
連
が

応
援
し
ま
し
た
。

　
【
お
知
ら
せ
】

●
核
燃
サ
イ
ク
ル
施
設
立
地
反

対
連
絡
会
議
総
会
＝
６
月
８
日

13
時
30
分
〜
、
ア
ピ
オ
青
森

●
第
40
回
医
療
研
究
全
国
集
会

ｉ
ｎ
青
森
＝
６
月
14
日
〜
16

日
、
主
会
場
・
リ
ン
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
青
森

●
第
６
回
大
間
原
発
反
対
現
地

集
会
＝
６
月
16
日
11
時
10
分

〜
、
原
発
敷
地
隣
接
地
（
学
習

会
＝
15
日
19
時
〜
、
町
総
合
開

発
セ
ン
タ
ー
）

●
第
57
回
青
森
県
・
第
47
回
東

青
母
親
大
会
＝
６
月
23
日
10
時

〜
、
青
森
公
立
大
学

●
県
労
連
＆
保
険
医
協
会
第
16

回
カ
レ
ー
つ
り
大
会
＝
６
月
23

日
４
時
、
野
辺
地
漁
港
集
合

　

５
月
12
日
の
「
看
護
の
日
」

を
前
に
青
森
県
医
労
連
と
青
森

県
民
医
連
は
、
安
全
安
心
の
医

療
・
介
護
実
現
に
む
け
、
全
国

一
斉
の
「
看
護
・
介
護
ウ
ェ
ー

ブ
行
動
」
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
予
定
し
た
弘
前
市
と
八
戸

市
の
行
動
は
生
憎
の
雨
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
リ
ン
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
行
っ
た

青
森
行
動
で
は
、
看
護
学
生
を

は
じ
め
約
70
名
の
医
療
・
介
護

労
働
者
が
参
加
、
白
衣
で
国
会

請
願
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
１
時
間
程
度
の
行

動
で
し
た
が
、
300
筆
を
超
え
る

署
名
を
集
約
し
ま
し
た
。

　

標
記
の
映
画
鑑
賞
券
を
普
及
し
て
い
ま

す
。
大
人
・
大
学
生
１
千
円
、
小
・
中
・

高
校
800
円
。
上
映
日
時
は
７
月
２
日
18
時

30
分
〜
、
７
月
３
日
10
時
30
分
〜
、
13
時

30
分
〜
。
会
場
は
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
４
Ｆ

ホ
ー
ル
。
原
発
立
地
を
住
民
投
票
で
阻
止

を
し
た
新
潟
県
巻
町
の
実
話
を
ベ
ー
ス
に

し
た
映
画
。
原
発
ノ
ー
の
闘
い
を
勇
気
づ

け
る
時
宜
に
か
な
っ
た
感
動
作
。
ぜ
ひ
多

く
の
方
々
の
鑑
賞
を
お
勧
め
し
ま
す
。

池田博穂 監督作品　　脚本：ジェームス三木



2013年６月５日（第 3種郵便物認可）第 273号 この機関誌は再生紙を使用しています。

E-mail：ao110@kenrouren.jp　　　FAX  017 － 729 － 2186　　　HP：http://aomorikenroren.web.fc2.com/

第271回
クロスワード
パズル

「
青
森
生
存
権
裁
判
を
支
援
す
る
会
」
が
総
会

会場あふれるような参加者

改
憲
阻
止
の
た
め
に

　
　  

参
院
選
で
勝
利
を

県
労
連
事
務
局
長  

田 

中 

清 

治

●
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
に
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
送
っ
て
下

さ
い
。
余
白
に
職
場
の
様
子

や
最
近
の
出
来
事
な
ど
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
７
月
15
日
●
発
＝

８
月
号
●
宛
先
＝
表
面
題
字

下
に
表
記
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第
271

回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」

係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
６
月
19
日
の
「
桜
桃
忌
」
は

誰
の
忌
日

⑥
紅
色
の
宝
石

⑦
ハ
ワ
イ
の
花
輪

⑧
売
上
高
に
応
じ
て
賃
金
を
支

給
す
る
‥
制
度

⑩
非
常
に
真
面
目

⑫
‥
堀
。
魚
‥

⑬
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
24
番
目

の
文
字

⑭
フ
ラ
ン
ス
の
古
い
２
拍
子
の

舞
曲

⑯
ぼ
た
餅
が
落
ち
て
く
る
こ
と

も
あ
る

⑱
口
を
開
け
て
パ
ク
リ

⑲
上
下
一
そ
ろ
い
の
衣
服

⑳
鼻
が
長
い

㉑
不
快
で
は
あ
り
ま
せ
ん

㉓
梅
雨
の
季
節
の
必
需
品

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
奈
良
や
鎌
倉
な
ど
に
あ
る

大
き
な
仏
像

②
体
に
着
る
も
の

③
‥
に
短
し
た
す
き
に
長
し

④
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の

レ
ー
ス
用
コ
ー
ス

⑤
縫
い
合
わ
せ
た
糸
の
目

⑦
金
銭
登
録
機

⑨
感
謝
や
お
礼
の
言
葉

⑪
舞
台
の
前
に
垂
れ
て
い
る

⑬
富
山
県
の
昔
の
国
名

⑮
俺
。
自
分
。
私

⑰
‥
や
つ
わ
も
の
ど
も
が
夢

の
跡

⑱
胃
の
左
後
ろ
に
あ
る
内
臓

⑲
名
探
偵
は
得
意
で
す

㉒
ネ
ギ
を
し
ょ
っ
て
来
る
？

第
269
回
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
シ
ュ
ン
ミ
ン

《
当
選
者
》
19
通
の
応
募
で

全
員
正
解
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
方
々
で
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

古
舘
ゆ
た
か（
年
金
者
組
合
）

宮
川
梅
子　
（
年
金
者
組
合
）

都
谷
森
孝
子（
年
金
者
組
合
）

山
谷
愛
子
（
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ

オ
ン
）

　
月
１
回
の
室
内
ゲ
�
ム
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
宮
川
梅

子
・
年
金
者
組
合
）

　
客
船
で
東
京
へ
行
き

官
邸
前
行
動
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。（
長
内
一
男
・
建
交
労
）

　
青
森
市
長
選
で

鹿
内
さ
ん
当
選
万
歳
！
（
岡
本

猛
・
年
金
者
組
合
）

　
春
眠
暁
を
覚
え
ず
の

我
が
家
で
す
。（
今
晴
美
・
ひ

だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
春
は
確
実
に

来
て
い
ま
す
。（
原
幸
子
・
年

金
者
組
合
）

　
４
月
か
ら
再
雇
用
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。（
工
藤
順

勝
・
私
教
連
）

　
足
腰
が
弱
く
な
り

30
分
ほ
ど
だ
け
の
外
出
。（
古

舘
ゆ
た
か
・
年
金
者
組
合
）

　
メ
�
デ
�
の
日
は

雨
が
降
ら
な
い
よ
う
に
。（
細

川
弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

　
雪
道
の
歩
行
に
は

充
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。（
記

田
ゆ
り
子
・
年
金
者
組
合
）

　
春
に
な
�
て

桜
祭
り
が
楽
し
み
で
す
。（
起

田
富
子
・
年
金
者
組
合
）

　
暖
か
さ
欲
し
い
�

気
温
も
周
囲
の
心
も
。（
宇
部

好
子
・
年
金
者
組
合
）

　
春
な
の
に
体
が
だ
る
く
�

や
る
気
が
起
き
な
い
。
５
月
病

か
な
？
（
伊
勢
谷
渚
・
私
教
連
）

　
朝
寝
坊
で

通
院
を
欠
か
し
た
日
が
あ
り
ま

し
た
。〝
春
眠
〞
で
す
ね
。（
都

谷
森
孝
子
・
年
金
者
組
合
）

　
今
年
の
平
和
行
進
�

私
も
参
加
し
ま
す
。（
松
島
恵

美
子
・
高
教
組
）

　
や
�
と
家
の
前
の

雪
が
溶
け
ま
し
た
。（
山
谷
愛

子
・
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
組
合
員
資
格
が
復
活
�

共
同
し
て
奮
闘
し
よ
う
。（
檜

山
康
博
・
県
国
公
）

闘
い
の
舞
台
、仙
台
高
裁
へ

　

会
場
は
原
告
団
、

弁
護
団
、支
援
者
ら

で
超
満
員
。大
竹
進

会
長
（
県
保
険
医
協

会
会
長
）が
主
催
者

挨
拶
。総
会
に
先
立

ち
、葛
西
聡
弁
護
士

が
「
青
森
地
裁
判
決

の
問
題
点
と
仙
台
高

裁
の
展
望
」と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。

　

地
裁
判
決
は
、老

齢
加
算
廃
止
後
の
原
告
た
ち
の

生
活
実
態
に
何
ら
触
れ
て
い
な

い
点
が
大
き
な
問
題
。控
訴
審

で
は
保
護
基
準
額
そ
の
も
の
、

特
に
２
級
地
・
３
級
地
額
の
見

直
し
の
必
要
性
と
関
連
さ
せ
て

の
追
及
が
大
切
と
い
う
観
点
を

提
起
し
ま
し
た
。ま
た
、控
訴
審

で
は
仙
台
か
ら
新
た
に
３
名
の

弁
護
士
が
参
加
し
、弁
護
団
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
。

　

総
会
は
神
牧
人
事
務
局
長

（
県
医
労
連
副
執
行
委
員
長
）

が
方
針
提
案
。討
論
で
は
県
労

連
、県
生
連
、県
年
金
者
組
合
に

続
き
、原
告
団
を
代
表
し
て
今

村
洋
雄
副
団
長
が
発
言
し
ま

改
悪
許
す
な

学
習
会
開
く

社会保障

　

５
月
25
日
、「
青
森
生
存
権
裁
判
を
支
援
す
る
会
」
第
７
回
総

会
が
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
100
名
以
上
。
闘

い
の
舞
台
は
仙
台
高
裁
へ
。
第
１
回
控
訴
審
は
７
月
12
日
で
す
。

総
会
終
了
後
に
は
場
所
を
替
え
、
懇
親
会
を
持
ち
ま
し
た
。

し
た
。氏
は
「
地
裁
の
不
当
判

決
に
怒
り
が
一
杯
だ
。悩
ん
だ

が
妻
と
も
相
談
し
て
控
訴
を
決

意
、勝
利
す
る
ま
で
頑
張
る
」と

述
べ
、会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
湧
き
ま
し
た
。

　

議
案
採
択
後
、奥
村
県
労
連

議
長
が
閉
会
挨
拶
を
行
い
、全

員
で
控
訴
審
に
向
け
て
の
決
意

を
固
め
合
い
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
憲
法
96
条
を
改
悪
し
、
改

憲
発
議
要
件
を
現
行
の
衆
参
議
員
３
分
の

２
以
上
の
賛
成
か
ら
２
分
の
１
に
緩
和
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
既
に
衆
院
は
改
憲

派
議
員
が
３
分
の
２
以
上
。

　

今
夏
の
参
院
選
で
、
参
院
で
も
３
分
の

２
以
上
の
議
席
を
確
保
す

る
の
が
至
上
命
令
。
96
条

改
悪
の
本
当
の
狙
い
が
、

自
民
党
結
党
以
来
の
目

標
、
憲
法
９
条
を
改
悪
し

て
戦
争
の
出
来
る
国
に
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

抵
抗
が
少
な
い
だ
ろ
う
と
96
条
改
訂
か

ら
手
を
つ
け
た
の
は
安
倍
内
閣
の
思
惑
違

い
。
改
憲
派
の
身
内
か
ら
も
、
意
に
反
し

て
反
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
改
憲

学
者
と
し
て
著
名
な
慶
応
大
学
の
小
林
節

　

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
は

５
月
17
日
夜
、
ア
ピ
オ
あ
お
も

り
を
会
場
に
、「
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
を
斬
る
」
と
題

し
、
学
習
討
論
集
会
を
開
催
、

約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
山
本
公
行
氏
（
県
医

労
連
執
行
委
員
長
）
は
、
同
法

は
前
民
主
党
内
閣
時
代
に
可

決
・
成
立
し
た
「
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
」
を
具
体
化
し
た

関
連
８
法
の
中
心
。
自
民
党
案

を
丸
飲
み
に
し
た
最
悪
の
「
社

会
保
障
解
体
」
法
だ
と
指
摘
。

条
文
に
沿
い
詳
し
く
説
明
、
決

し
て
実
行
さ
せ
て
は
い
け
な
い

と
強
調
し
ま
し
た
。

教
授
は
「
96
条
改
正
は
裏
口
入
学
で
邪

道
」
と
批
判
。
憲
法
は
権
力
者
を
し
ば
る

も
の
で
、
改
憲
要
件
緩
和
は
立
憲
主
義
に

反
す
る
と
、
絶
対
反
対
を
明
言
し
て
い
ま

す
。
５
月
23
日
に
は
憲
法
学
者
や
政
治
学

者
39
氏
が
呼
び
か
け
人
と
な
り
「
96
条
の

会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
奥
平
康
弘
、

樋
口
陽
一
、
小
林
節
、
渡
辺
治
、
水
島
朝

穂
各
氏
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

　

５
月
18
日
に
「
９
条
の
会
」
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
、
早
稲
田
大

学
の
水
島
朝
穂
教
授
が
「
自
民
党
改
憲
草

案
を
診
る
」
と
題
し
て
講
演
。
96
条
改
悪

は
憲
法
が
憲
法
で
な
く
な
る
こ
と
。
護

憲
・
改
憲
の
違
い
を
問
わ
ず
、
立
憲
主
義

堅
持
の
た
め
改
憲
派
の
人
々
を
含
め
た
反

対
運
動
が
必
要
だ
と
結
び
ま
し
た
。

　

参
議
院
選
挙
（
７
月
４
日
公
示
、
21
日

投
票
）
で
自
民
党
・
維
新
の

会
・
み
ん
な
の
党
な
ど
改
憲

勢
力
に
き
っ
ぱ
り
と
審
判
を

下
し
ま
し
ょ
う
。

▼写真＝街頭で署
名行動をする田
中事務局長


